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1 はじめに

従来の機械翻訳では、原言語と目的言語間で単
語や構文が単純に対応しない非線形の部分がある
ために、品質のよいこなれた訳文が得られないこ
とが多い。
そこで本手法では、まず非線形に対応する部分

を持つ日本語・英語表現に関して、大域的な日英文
型パターンを準備し、日英翻訳において、日英文
型パターンから英語表現の大域的な構造を得て、
線形変換された節などの局所構造を埋め込むこと
で、こなれた英語表現を生成する。
本稿では、本手法によるこなれた日本語文表現

からこなれた英文表現を生成する方法を提案し、
その有効性を論じる。

2 要素合成の問題点

言語表現から表現と認識の 2つの構造を抽出
するために、富田法を prolog 上で実現したパー
ザ [2]を拡張した SGLR-plus [3]を使っている。
図 1は、SGLR-plusを用いて実装された英文

パーザ [4]上で、英語表現 \He runs."を解析した
結果である。パーザの出力として、言語表現の持
つ統語的な構造である \表現構造"と、話者の対
象に対する客体的な認識と主体的な判断の情報で

Linear and Non-linear Uni¯ed English Sentence
Generation using Global Sentence Pattern
Yasuaki Andoy Satoru Kawabez Masahiro
Miyazakiy
yNiigata University zJapan Science And Tech-
nology Agency

ある \認識構造"が得られる。
寺島らの英文生成法 [5]では、これらの構造対

をあらかじめ蓄えておくことで、基本的な単文、
複文、重文を要素合成的に生成する。

しかし、従来の翻訳システムで行われている要
素合成による方式では、柔軟な翻訳を行うことは
できず、不自然な翻訳結果となってしまう場合が
ある。例えば、「あまりに暑かったので、コート
を脱いだ」のような文に対して、\so { that"構
文を使って表現することが出来ない。

■ 表現構造
|- 文表現

|- 単文表現
|- 平叙表現

|- 主部
| |- 人称代名詞
| |- EP1 -- < he >
|- 肯定判断辞 -- < ＄nil >
|- 述部

|- 動詞句
|- 動詞

|- EVE -- < runs >
■ 認識構造
|- 認識世界

|- 客体認識
| |- 動的属性
| | |- 概念 -- < run >
| |- 対象_Agent
| | |- 概念 -- < he >
|- 主体判断

|- 判断 -- < 肯定 >
|- 時制 -- < 現在 >
|- 態 -- < 能動 >
|- 様相 -- < φ >
|- 相 -- < 基準 >

図 1 : 表現構造と認識構造の例



3 日英翻訳処理のおおまかな流れ

複文、重文の日本語表現から単文の英語表現を
生成する場合など、日英間が非線形に対応する英
文表現を生成するために、要素が非線形に対応す
る複文、重文レベル (大域レベル)の日英表現の対
を、日英文型パターン対として準備しておき、英
文生成処理に利用する。処理の流れは以下の通り
(図 2)。

・日本語入力文の形態素、構文解析を行う

・日本語の統語構造を利用して、適合する大域
レベルの日英文型パターンを検索する

・検索に成功した場合は、パターンの英文構造
を参照して出力文のおおまかな大域構造を決
定する

・マッチングしなかった節などの差分について、
さらにパターン検索を繰り返す

・検索に成功した場合は、パターンの英文構造
を参照して、すでに準備されている大域構造
に、局所構造を埋め込む

・最終的にマッチングしなかった部位は、要素
合成処理を行う。
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図２ : 英文生成処理の流れ

4 日英文型パターン対

表２は、日英対訳データ「彼が失敗したので私
は心が痛む。」と"It ails me that he failed"から
作成したパターンである。

表１ : 日英文型パターン対の例
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※ N2.objの部分は「名詞を目的格に変形する」
意を表す。
このパターンでは、構文要素（語、句、節）が汎
化（変数化）される。変数は、対応付けのために
番号が振られている。汎化のレベルは部分によっ
て異なる。
以下は、日英文型パターン対の木構造である。

JP : (ss (s (cl "CL1") (aux "て")) (s (cl (vp
(n "N2") (p "は")) (vp (np (n "心") (p "")) (v
"痛む")))))

|-ss
|-s
| |-cl-<CL1>
| |-aux-<て>
|-s

|-cl
|-vp

|-np
| |-n-<N2>
| |-p-<は>
|-vp

|-np
| |-n-<心>
| |-p-<が>
|-v-<痛む>

図３-１ : 日英大域パターン（日本語パターン）の例



EP : (s (cl (np (pron "it")) (vp (v "ail")
(obj (np (n "N2"))) (that-cl (conj "that") (cl
"CL1")))))

|-s
|-cl

|-np
| |-pron-<it>
|-vp

|-v-<ail>
|-obj
| |-np
| |-n-<N2>
|-that-cl

|-conj-<that>
|-cl-<CL1>

図３-２ : 日英大域パターン（英語パターン）の例

5 線形パターン対

線形パターンとしては、単文パターンを用いる。
これには、格パターン辞書を利用する。認識構造
の客体認識をもとにしてデータベースから検索を
行い、その情報を利用する。表２は格パターン辞
書のレコードの例である。

表２ : 線形パターン対の例
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以下は、線形パターン対の木構造である。

JP : (s (cl (vp (np (n "N1") (p "が")) (vp (np
(n "N2") (p "を")) (v "食べる")))))

|-s
|-cl

|-vp
|-np
| |-n-< N1 >
| |-p-< が >
|-vp

|-np
| |-n-< N2 >
| |-p-< を >
|-v-< 食べる >

図４-１ : 線形パターン（英語パターン）の例
EP : (s (cl (sbj (np "N1")) (vp (v "eat") (obj

(np "N2")))))

|-s
|-cl

|-sbj
| |-np-< N1 >
|-vp

|-v-< eat >
|-obj

|-np-< N2 >

図４-２ : 線形パターン（英語パターン）の例

6 パターン照合部

日本語入力文と準備されているパターンをマッ
チングする際に、マッチしなかった部分が差分と
して抽出される。
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図５ : パターン照合部



得られたパターンと抽出された差分を合成する
ことにより、訳文が得られる。

7 変換の具体例
以下は日本語入力文「彼が失敗したので私は心

が痛む」に関して、日英文型パターンを検索し、
英語文を生成する例である。

■ 入力文
彼が 失敗し た ので 私は 心が 痛む
■ 適合した日英文型パターン
JP : CL1 ので N2は 心が 痛む
EP : it ail N2.obj that CL1
■ 大域構造決定
-> it ail N2.obj that CL1
■ 単文生成
J_CL1 = 彼が 失敗し た
E_CL1 = he failed
■ 変数と単文の埋め込み
-> it ail I.obj that he failed
■ 形態素調整
-> it ails me that he failed.

図６は、大域構造に局所構造を埋め込む様子で
ある。
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図６ : 局所構造の埋め込みの様子

8 システム概要
非線形変換において、試作中の日英翻訳システ

ムの概要を図７に示す。

9 おわりに
本稿では、認識構造から生成される線形な英語
表現と大域的なパターンを用いて生成される非線
型な英語表現を合成して英文を生成する手法につ
いて述べた。本手法により、こなれた英文表現の
生成が可能になる。
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図７ : システム概要
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